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秋田県秋の宮・皆瀬温泉調査報告

中村久由菅鈴木孝榮前田憲二郎撒
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　　　　　TheAkin・⑳a－M量nasethemal“reaヲAkitaprefecture，c・ns量stsQf，Pre－Ter瞬grahQ－

di・rite・Tertiaryv・1can玉豆c・mplexandPlaty、mudst・nec・veredbytheKabut・一yamadaciteand

the　Takamatsudake　lava　ofΩuaternary　age，　Geologic段1structure　of　th量s　area　is　ch＆racteri2ed

bゴaults　and　foldings　trending：NE－SW　and、NW－SE．Hot　springs　are　developed　alQn喜above－

men面ned　two　directlo口s　and，especlally，in　a　zone6f　NE－SW　direction。Younger　Takamatsu－

dake　lava　is　also　develoρed　in　the　same　zope。　T．he　cQnstruction、Gf　the　Akinomiya－Minase

therm．al　area　is　made　up　of、t気e　central　fumarolic　afe鼠，named　Tochiyu　and　Ar鎮yuヲ．and　the

ou｛e郵hot　spring　area，namely　Takanoyu，Y駈nomata，Oyasu　and　Oyu、

　　　　　But　some　localed　in　the　cen亡raHumarolic　area　are　f6rmed　inαtransition　p6riod　fro卑

『fumarolic　to　hotspring　by　effect　of　undergroundl　wateL　　These　are　Kawarage　and　Doroyu，

Kawarage　is　regarded　aぎthe　c曾nter　of　this　area　judging．frbm　the　remarkable．rock　altεr4tion

and　chemical　composition　of，water　char＆cterized　by　strong　ac量dity　with　HCI　and　H2SO4。

　　　　　Fr・mthechemicalc・璽pqsiti・n・fwatercalculated，inf・rms・fmillim・ls・fr・mh・lsprings

are　divided　into　two　types，namely　insufficient　type　of　alkali　to　chlorine，and　the　excess　one．

　　　　　　Judging　from　pH　and　dissolved　component　of　water，it　seems．that　the　excess　type　is

related　to　the　o虹datio血of　alka1トhydrosulphate、

　　　　　　The　ratlo　of　Na／K　and　Ca／Mg　in　acidic　water　is　smaller　than　in　alkaline　one．The　dlfference

l
o

f　ration　between　acldic　and　alkaline，seems　to　be；elatedレto　not　only　in　pH，わut　to　ion　exchange

between　Na　ana　K，an6，．Ca　and　Mg，in　tr＆nsformatlon　process　from、acidic　to・α1kaline．wa‡er．

　　　　　　M。t。yu，Yum・t・andOyuare’regardedash・tsprings・fhndergr・undwatertypeand至t

SeemSt。’bep。ssible，judgingfr・m¢haracteristicchemical，c・mp・siti・nthatYum・t・』and

M。t。yuregi。n，s。一callednaturalvap・ur，aresealedundergr・und“raterinshal1・wdepth・

　　　　　　Thefumar・1icgassesin，ArayuandOyuares・richinwatervap・ur」n99・8v・L％ノ

whilegassesinKawaragerichininact量ve・nes（99・8v・1・％）・Theseinac盤ve3assesa「e

regardedt・theresidue・fairc・nsumed量nreducti・n・f・xygen・n・tasprimarγ・figin・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮城）・鬼首（宮城）・秋Φ宮（秋田）・皆瀬（秋田）な

　　　　　　　　　　　　まえがき

宮城・岩手県境附這から南秋田の雄勝地方に至るほず

北西～南東方向の地帯には

しでいる。すなわち，須川

　　＊地　質　部

　　＊＊技術部

比較的数多くの温泉が分布

（岩手）・粟駒（宮城）・鳴子

どの温泉群がこれである。

　　これらの温泉群のうち，鬼首・鳴子の温泉については

間激泉の存在や交通至便という理由もあつて比較的よく

研究されているが，その他の温泉についてはまだほとん

ど調査が行われていない実情にある。今回，地熱調査の

一環として秋田県雄勝郡秋の宮および皆瀬村所在の温泉
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　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　第1図

群を取り上げ，・地域的にこれらの温泉がいかなる性質の

ものであるかという点について検討を加えた。この報告

は調査結果の概要を取り纒めたものである。

1．　士也　質　悉母読

今回の調査は主として温泉湧出区域の周辺だけに限ら

れ，全般的な地質調査を行うまでには至らなかつたが，

既発表の調査資料置）・を参考にして，地域内の構成地質の

概略を述べると次の通りである（第1図）。

1．1基底岩類
　　　　　　　　　　　　　やぐぬい主として花醐閃緑岩からなり，地域内では役内川上流・

のマゴタ沢・赤倉沢合流附近から，その西方の三角石山

一帯に分布する。

1．2第三紀層
第三紀層は下部層群を構成する緑色凝灰岩層と，湖成

堆積層で特徴ずけられる上部層群からなる．このうち下

部層群は加藤磐雄・島田翌郎両氏1）により，下位から神

宝山層と虎毛山層とに分かたれる。
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秋田県秋の宮・、皆瀬温泉調査報告（中村久由2鈴木孝・前田憲二郎）

　下部層舞　下部層群のうち下位の神宝山層は，前記花

崩閃緑岩の分布する役内川上流かち，鬼首盆地周縁の北

西側にわたつて発達し，緑色凝灰岩・凝灰角礫岩および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　としち
変朽安山岩等からなる。なお皆瀬川上流部から栩湯・・泥

湯附近に至る一帯にも局部的な罪達を示す。

　上位の虎毛山層はほとんど塊状の石英安山岩質凝灰岩

からなり，鬼首盆地周縁の北西側より北方に広く発達し

この地域内の主要な構成地層である。

　上部騒群．下部層群を覆い主として高松川および皆瀬

川中流地域に分布する地層は，層理の明瞭な板状凝灰質

砂岩および泥岩からなり，三途川層と呼ばれて，鬼首盆

地の堆積層とともに，湖成層とみなきれる地層である。

　・亙・3　兜山石英安幽岩および高松岳熔岩

　前記の板状砂岩泥岩層（三途川層）の分布地域にほ冥

0
一
致

して石英安山岩質熔岩および同質凝灰岩が存在し，

特に兜山に標式的な発達を示す。また秋の宮・皆瀬両地

区の問にある高松岳・山伏岳は，新期の熔岩によつて構

1成きれるが，その噴出時期は鬼首盆地の山王森熔岩・高
鵯
日
向 熔岩および鳴子地方の鳴子火山群の活動時期と一

致し，第四紀以降の火山活動に関係があるとみられるも

　　　　　　　　　　　　　　　σのである。

である．このため小安峡谷約100mの間は湯川の状況を

呈するほどで串る。

　　　　　　／／＼／ジ、－＼－

　　、訴8訟桑麟／、ぐ

團変質帯づ＼／
　　　　　　　　＼l　l
凸温泉　　　○＼「
　　　　　　　＼　　　＼
　　　　　　　　、
O噴気　　畑一　　　　　　　　　1＼
数字は分弓斤番号　　　　　　　　　　一50m

第2図荒湯噴気地帯略図

2．温泉各論

　この地域の温泉はほとんど大部分秋の宮村および皆瀬

村に分布し，現在両地区併せて10カ所に温泉の存在が知

られている。以下，各地点の温泉について簡単に説明す

・るQ

　2・1秋の宮瀞泉群．

　鷹の湯　役内川に臨む温泉地で，石英安山岩質凝灰岩

から湧出する，比較的温度高く水温800Cを示す・

　湯の岱　鷹の湯の下流で役内川の左岸に位置し1沖積，

層から湧出するが，基盤はやはり石英安山岩質凝灰岩で

ある。

　荒湯　山伏岳の南西麓に位置し2役内川の支流荒湯沢

の上流部にある噴気地帯で，稲住温泉の源泉にあたる。、

荒湯沢に沿つて変質帯が発達し，ほかにも数カ所に噴気

露頭がみられるが，最も活溌に噴気する荒湯噴気地帯の

概況脅示すと第2図9通りである・

　湯の叉　山伏岳南麓を刻む湯の叉沢（役内川支流）の

右岸に位置し，・’石英安山岩質凝灰岩の間隙から湧出する

がぞの量は少なく，温度も・500Cに満たな！’程度であ

る。

　2．2　皆瀬温泉i群

　小安滝向　小安温泉の入口にあたり，皆瀬川沿岸に露

出する板状泥岩層の層面あるいは裂舞から湧出する熱泉

　　　＼

麟☆☆舷継、1

　　　　　　第3図大湯温泉地帯略図
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地質調査所月報（第6巻第11号）・

　　小安元湯およ呑湯元　皆瀬川左岸の台地上にあり小安

　温泉の中心である．板状泥岩層を湧出母岩とする。

　　大湯　皆瀬川の本流に沿つて小安から約4km’上流に’

　ある高温の温泉地帯である。現在，本流と大湯沢合硫点

　．附近から湧出し，特に軌道傍では一部噴気状のいわゆる・

　地獄もみられる。温泉地帯の概況は第3図に示す通りで

　あ蕎が，この図からもわかるように，上記の噴気露頭は

　地形的に高所匠位置するため，この蒸気の2次的に温泉

　から導かれたとみられる，ものである。温泉は浮石質凝灰

　岩を湧出母岩とする。　　　　　　　　・・、

　　栩湯　皆瀬川から分岐した小安沢の上流にあ為噴気地

　帯で，第三紀層下部の緑色凝灰岩層の分布区域にある。

　，現在，旅館裏の斜面に3カ所の噴気露頭がみられる。

　　泥湯，次の川原毛とともに須川村地内に含まれるが，

　便宜上，こ、では皆瀬温泉群に含めて取扱うこ乏にす

　る。川原毛に接近して位置を占め，役内川の支流にあた

。　る高松川上流部にある。概況は第4図に示す通りである

　が，温泉は上の湯と川端湯の2カ所から湧出し，特に川

　端湯では著量の硫化水素を含む。この両温泉に挾まれた

　区域では，現在山裾の斜面数カ所から噴気しでいるが，

　この場合も大湯と同じく，おそらく温泉から2次的に導

1
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秋田県秋の宮・皆瀬温泉調査報告（中村久由・鈴木孝・前田憲二郎）

かれた蒸気である可能性が強い。地質は栩湯と同じく線

色凝原岩の分布地域にあたるが，なお泥湯から高松川上

流部にわたり，相当広範囲の変質帯が発達し，泥湯臭の

「湯の沢」にも一部噴気の存在がみられる。

　川原毛地域内でみられる最も著しい変質地帯で，現

在昇華硫黄の採掘が行われているる原岩は石英安山岩質

凝灰岩であるが，粗粒の石英を残しで石基は白色に変質

し，範囲も11200×400mに及んでいる。第5図は川原

毛硫黄鉱山附近の概況であるが，図さ示したように，現

在山腹の4地点から噴気しており，うち西側の饗の川原

沢上端部にある噴気は最も活溌にみえるが，後述のよう

に，孔口における温度が意外に低く，またガス成分もそ

の98％が不活性ガスからなることは注目に値する。

　鉱山合宿下の河岸から湧出する温泉はpH1．2という

強酸性であるが，変質状況および温泉の化学成分からみ

て（後述），秋の宮・皆瀬両地区における火山作用のほダ

中心にあたるとみなされる地点である。1

3。，温泉および噴気ガスの化学性

　前項で述べた各地点の温泉湧出状況からわかるように

この地域の温泉群は中心に川原毛・泥湯・栩湯・荒湯な

どの噴気地帯に伴なう温泉があり，その外側に，比較的

高温の温泉地帯が存在している。

　地域的にこれらの温泉がいかなる性質をもつかという

問題は，地熱開発の條件に関連ある最も基礎的な調査事

項の1っであるが，この問題を検討するため，方法の1
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地質調査所月報（第6巻第11号）

つとして温泉水の主成分を検出し・中心から外側へ向か

つて成分相互の関係を吟味してみた。第1表は分析結

果，第6図は成分相互の比較図を示したものである・

　3．1　温泉水の分析結果に対する考察

　3。亙．1　　pH、

　第6図における温泉水の配列は，川原毛を中心とし・

、その左側に秋の宮温泉群・右側に皆瀬温泉群を並べたが

さらに各温泉群における順序は，ほ買地理的分布にした

がうように案配し，一見して中心から外側へ向かつて各

温泉における成分の変化を比較しやすいように配置し

た。

　まずpHであるが；第6図（B〉から明らかなように・

中心から外側へ向かつて温泉の液性は酸性から中性ない

しアルカリ性への変化を示す。このうち，川原毛・泥湯・

栩湯・荒湯などは，前述のように噴気地帯に関係あう温・

泉であり，これに対して小安滝向・夫湯・鷹の湯・湯の

岱などは，いわゆる温泉地帯の湧泉であつて，これらの，

温泉地帯ではほとんど変箪地帯の存在が認められない。

なお，湯の叉・小安元湯およぴ湯元は，後述のように成

分的な特徴から，同じ温泉地帯の湧泉であつても，上記

の温泉群と同一1ζ取り扱われない性質のものであるが，．

ともかくノ図示したpHの分布は，温泉地帯の性質に最

も大きな関係をもつているとみることができる。

　3．1．2　Ca／MgとNa／K

　第1表の分析結果をみると，Naに対するKの含量お

よびCaに対するMgの値が，地域的に必ずしも同じ割

合で増減しないこと1教気がつく。この肉係を知るため

Ca／MgおよびNa／Kの値を求めて，各温泉ごとに図示

したのが第6図（9）1である・この図をみると・L2の例’

外はあるが，噴気地帯あるいは変質地帯に伴なう酸性泉

では，Na／KおよびCa／Mgのみ・ずれについても・その

値がきわめて小きい。い＼かえると酸性泉ではN訂Kに

対するK，Caに対するMgの含量がいずれも増大する

傾向があることを意味する．これに対して，中性んアル

　カリ性の温泉では逆にその比率が増大し，特に湯の又・

鷹の湯・湯の岱・滝向におけるCa／Mg，湯の又におけ

　るNa／Kは著しく高い値を示している。

　酸性泉と中性～アルカリ性泉におけるこのような相違

は，単に温泉の液性だけでなく，湧出過程でのKに対す

　るNa，Mgに対するI　Caの置換という問題に大きな関

係があるようにみえる。しかし4の問題は，温泉作用あ

　るいは噴気作用による岩石の変質という現象も，同時に1

、検討する必要があるので，こ＼では上述の問題だけを提

『起し，その詳細は後日ふた㌧び取り上げることにした

　いG

3．1．3　ミリモル数による各温泉の比較

　温泉の成分を比較する場合，直接分析値をそのま＼用

いられぬことがある。特に，陰・陽各イオンの結合関係

を吟味する場合においてしかりであるQ1

　こ＼ではまず各成分の分析値をミリモル数註1）に換算

し（第3表），そのミリモル数についてC1とHCO3の系一

列に対してアルカリの含量，SO4に対してCa，Mgおよ

びFe，A1の含量というように分け，おめおのの温皐に』

おける量的な結合関係を比較してみた．第6図（D）がそ

の結果である。も，ちろ為理論的には陰・陽イオンの各ミ

リモル数の合計が，おのおの等しくなる筈であるがジ実

際には未検出成分の存在あるいは分析の誤差などもあつ

て，必ずしも一致しないのが普通である。

　なお，表示法としてC1とHCO3の系列に対してSO4覧

を対立きせたのは次ρ考えによ為・すなわち・一般に火

’山性ガスが深部で地下水に吸収された場合，温泉化した

地下永の液性は塩酸酸性に始まり，漸次中和される方向

へ動く。そしてこの動きと相対的に，重炭酸塩の生成條

件が作り出きれると考えられるのに対して，SO4は温泉

が酸化圏内にはいつてからの生成による場合が多いとい

う見方に基づくためである。そしてさらにC1，HCO3に“

対してアルカリ，SO4に対してCa，Mg，Fe，Alを対［

立させたのは，各陰イオンがその生成條件でこれらの各

成分とより強く結合する傾向があるとみられるためであ

る。もちろん硫黄化合物が酸化を受けた場合，あるいは

火口性噴気ガスが地表に接近して地下水に吸収された場

合などは，必ずしも上述の考え方で取扱われないことも

あるが，このような例についてはその都度説明を加える

ことにする。

　（a）成分結合関係のうえでみられる2つの型

　第6図をみてまず目を引くことは，川原毛の湧泉につ

いてである、前にも述べた通り，この湧泉はpH1．2と

いう強酸性であり，著鼻のClとSO4とで特徴ずけら

れる。きらに，・陰イオジに対する各陽イオンの量的関係

をみても，いわゆる温泉地帯の湧泉とは全く異なる傾向

を示す。しかも，これら陽イオンのミリモル数の合計が

C1だけのミリモル数にも及ばないことからみて，川原

毛の湧泉は初生的に塩酸および硫酸酸性で特徴ずけられ

　るとみなすことができる。い～かえると川原毛の酸性泉

　は地下水が，地下浅部で塩化水素ガスおよび亜硫酸ガス

　などを含むいわゆる火口性噴気ガスとの接触によρて生

成されたものであ軌＼この地域でみられる著しい変質地

　帯の存在は，かつてζの種のガスが直接地表に噴気した

　　　　　　　　　原子量註1）各成雪含量（麓9ノ乙）÷一原手価＝ミリモル数

6一（632）



秋田県秋の宮・皆瀬温泉調査報告（中村久由．の鈴木孝・前田憲二郎γ

　　痕跡とみなきれ，これらの結果を総括するとこの地点は・

　　秋の宮・皆瀬地域における火山作用の中心に相当すると

　　いうことができる。

　　　次にこの川原毛の湧泉における特徴は，Clに対して

　’アルカリのミリモル数がきわめて少ないことであ観こ

　　の傾向は泥湯の川端湯でもみられ，また温泉地帯のなか

　　でも，秋の宮温泉群の鷹の湯・湯の岱でも同様に，C1に

　　対してアルカリの不足を示している。これに対して皆瀬

　　温泉群の小安滝向・大湯では，全く対照的に，むしろCl、

　　に対してアルカリのミリモル数が遙かに過剰な値をもつ

　　という特徴を示す。

　　　いま挙げた対立的な2っの型は，必然的にSO4とCa，

　　Mgとの関係にも繋りをもつ。すなわち，川原毛におけ

　　るCa，Mg，Al，Feはおのおの相当高い含量を示し，

　　ミリ毛ル数ではSO4のそれより遙かに過剰である6この

　　傾向は泥湯・鷹の湯・湯の岱でもみられるのに対して，滝

　　向・大湯では逆にSO4より遙か1す低い値を示してい

　　る。

　　　以上の事柄を整理してみると次のように要約きれる。

　　すなわち，温泉全般を通じてClに対するアルカワの量

　　的な関係を吟味してみると，ミリモル数においてアルカ

　　リの不足するものと，過剰なものとがある。そしてこの

　　傾向はSO4に対する』Ca，Mg，Al，Feの量的関係に

　　も繋りをもち，アルカリの場合と逆相関の形をとる。そ

　　のおのおのの温泉を挙げてみると，前者に属するものは

　・川原毛・泥湯の川端湯・鷹の湯および湯の岱であり，後、

　　者に属するものは小安滝向および大湯などである。

　　　温泉の間でみられるこの2つの型が，いかなる原因に

　　よるかという問題についてまず考えられるのは，初生的、

　　な温泉の酸性度である。川原毛の湧泉が，C1に対する陽

　　イオンミリモル数の不足という事柄から，塩酸酸性の状

　　態にあると考えられることは前述の通りである。したが

　　つて，各温泉における初生的な酸性度は，深部で火山性

　　ガスと接触して温泉化した地下水中の，遊離塩酸の濃度

・　’によつて決定されるとみなされる．このように考えると，

　　泥湯の川端湯・鷹の湯・湯の岱などもまた基本的には川

　　原毛の場合と同じように酸性の状態にあるため，接触す

　　る岩層からアルカリのみならずCa，Mg，Al，Feも同

　　様に溶出させたと考えられる。したがつて現在湧出口で

　　示きれるpHの値は，もちろん初生的な温泉のそれでは

　　なく，温泉化した地下水が，地表に湧出するまでの距離

　　と時間によづて異なる。すなわち遊離塩酸あるいは硫酸

　　を含む状態にあるが，あるいはこれらの遊離酸が中和さ

　　れ，一CO2の溶存とHCO3の生成を許す状態にあるが，ま

　　たさらに進化して溶存CO2が全くHCO3に置きかえら

れたかによつて，液性は酸性からアルカリ性の方へ動く

ことになる1。川原毛についてはすでに述べだ通りである

が，海湯の川端湯を初め，鷹の湯・湯の岱で示きμるpH

は，現在なお，炭酸ガスを溶存する状態によるものとみ

るζとができるg

　一方，小安滝向および大湯における陰・陽イオンの量

的関係をみると，上述の各温泉と異なり明らかにアルカ

刃の過剰を示している。なぜこのような状態を示すかに、

？いて，この場合は前者における川原毛のような基本的

な具体例がないため，充分明らかでない。たダ，前者に

比べcL含量が比較的少ないことから推察すると，深部

で温泉化した地下水の酸性度が比較的低く，このため地

表へ湧出するまでの過程で前者より相対的に結合関係が『

きらに進化した状態をとるであろうと考えられるのであ

る。事実，温泉の液性はアルカリ性であり，硫化水素も

水硫化物の形をとつて溶存する状態を示している。そし

てこの場合のHSイオンは一般にアルカリと結合する傾

向があるとみられるのであるが，第6図（D）をみると

滝向・大湯では，SO4の含量に比べ，Ca，Mgが比較

的少なく，結果的にSO4の増大に伴獄いアルカリもま

た増加をきたしたことを示している。い㌧かえると滝向

および大湯における　SO4およびアルカリの増加は，ア

ルカリの水硫化物が地表近くで酸化きれ，2次的に水硫，

化物の一部がアルカリの硫酸塩に変化し，総じてCl忙

対するアルカリの過剰という結果を招いたと考えられる

のである。

　以上でこの地域でみられる特徴的な2っの型の温泉に

っいて概括的な説明を加元た。他地域の温泉のなかには

上述の型のほかに，HCO3およびSO4の増加に伴ない

Ca，Mgの増大がみられるものもある。この型のものに

ついては，ほかの機会に検討を加えるつもりであるが，

この地域内にあつて，きらに上述の温泉と別個の性質を・

有するものについては項を改めて取り上げることにす

る。

　（b）噴気地帯に伴なう温泉

　噴気地帯に伴なう温泉のうち，この地域では純粋の地

下水型温泉はみられず，噴蒸型と地下水型一熱水型の中

間的性質のものとがある．前者は栩湯および荒湯であ』

り，後者嬉泥湯の湧泉である・第6図（D）を一見し・てわ

かるように，栩湯および荒湯は成分的に硫酸根が僅かに

多いだけで，ほとんど地表水が噴気により加温されたこ

とを裏書きしている。川原毛および泥湯の川端湯につい

てはすでに述べた通りであるが，これらの温泉は地下浅

所の地下水が噴気ガスのCl固定帯以下に滲透註2）して

生じたものであるが，い、かえると，噴気地帯から温泉一

7《633）
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地質調査所月報（第6巻第11号）

　地帯へ移行する過渡的な状態にある温泉とみられるので

　ある2）。

　　以上の結果を総括すると，噴気地帯の海泉は次のよう

　に要約される。すなわち，この地帯でなお噴気地帯の性

　質をと冥めているのは荒湯と栩湯だけでみり，川原毛・

　荒湯ではすでに地下水の影響を受け，i臓気地帯から温泉

　地帯へ移行する過渡的な状態にあるということができ
G
る
。

　　（c）温泉地帯における2，3の特徴的な温泉

　温泉地帯のなかで鷹の湯・湯の岱・小安滝向・大湯な

　どについてはすでに述べた通りであるが，この地帯でき

　らに成分的に特徴ある2，3の温泉がある。すなわち・

　湯の又諮よび小安元湯・湯元がそれである。このうちプ

　湯の』叉については図ぞ明らかなように，HCO3とアルヵ

　リで特徴ずけちれ，噴気地帯のいわゆる地下水型温泉に

　相当する性質をもつ。い＼かえ、ると，温泉地帯であつて

　も，地下水が噴気ガスのC1固定帯以下まで滲透せず，

　単に水蒸気を主球分とする噴気により加温きれ・地下水

　型温泉が生成きれるという適切な例ということができよ

　う。次に小安元湯および湯元ぞあるが，これらの温泉も

　若干C1含量に異常が認められるけれども，成分上の特

　徴からいつてほとんど地下水型温泉に近い性質のもので

　ある。しかし湯の又の場合と異なゆ，HCO3含量が少な

　いことから推察する、と，比較的浅所で地下水が温泉化し

　ているという考え方も可能であ、る。い㌧かえると，場合・

　によつては比較的浅所でいわり）る天然蒸気が取得できる

　ということも考えられるが・地下水ρ滲透深度について

　量的な資料が得られない現在，結局ボ」リングによつて

　実際の変化を確める以外に実情を知ることが困難である

　ため，ての間題については大きな課題の1つとして今後

　の研究にまつことにしたい。

　　翫2　噴気ガス

　　噴気ガスについては荒湯・大湯および川原毛を選び参

　考までにガス成分を検出』した。受の結果は第2表の通り

　である。なお荒湯における噴気ガス凝縮水の化学成分は

　第1表に示してある。

　　前述のように，荒湯はいわゆる噴気地帯，大湯は高温、

　温泉地帯に相当するが，両地点におげるガス成分とその

　濃度はほとんど同一の結果を示す。大湯の噴気につい

　て，2次的に温泉から導かれた可能性のあることはすで

　に述べた通りであるが，荒湯の噴気も大揚にほとんど類

　似するということ1声たとえ初生的な蒸気地帯であるに

　しても，非凝縮性ガス成分がきわめて稀薄な状態である

　ことを示し，利用面からいうときわめて好適タ條件を有

　することになる。

／

　次に川原毛のガスであるが，この結果は2・2の項で触．

れたように，意外に温度が低く，またほとんど．dryの

状態であるため，凝縮水も捕収されず，しかもガス成分

ゐ
、
98％が不活匹ガスであることはきわめて注目に値す

る。温泉水の化学成分から推定すると，この区域はすで

に地下水の影響を受け，噴気地帯から温泉地帯へ移行す

る過渡的な状態にあると考えられる。したがって捕収し

た噴気寿スはその全部が手次的IDも，のでなく1むしろ，

地下水中に含まれる空気あるいは直接地表から滲透した

空気中の酸素が，還元性の噴気ガスによつて消費きμ，

地下水面から地表までの間で窒素等の不活性，かつ不凝．

縮性のガス成分のみ噴出され弓状態にあると考えられ

る。もちろんその機構についてはなお検討する余地を残’

しているが，ともかく噴気帯のなふでこのように不活性

ガスのみ噴出している例ははなはだ稀であるといえよ，

う。

4．温泉の分布と地質構造

　今回の調査では全般的な地質状況を検討するところま

で行かなかつデこため，温泉と地質構造との関連について

も，詳細に吟味するほどの資料は持たないが，各湧出地

点周辺の地質状況と，秋の宮一鳴子地帯の全般的な構造一

上の特徴を参考にして，温泉の分布と地質構造との関連

について，概括的な説明を加えておくことにする。

　秋ρ宮一鳴子地帯は，石巻一鳥海山構造帯の名で最近

特に注目きれるに至つた東北地方の新しい構造帯に含ま

れる地域である3）が，この地帯における特徴的な事柄の

1つとして，北西～南東方向およびこれと交わる北東～

南西方向の2方向に発達する顕著な構造的特異性を挙げ

ることができる。すなわち，加藤・島田両氏の調査によ

ると，秋の宮・皆瀬地域は北西～南東の方向性をもつ禰

曲軸の存在と，同方向の断層群の発達で特御ずけられ特

に役内川・高松川・皆瀬川における流路の方向は，こ．の

地域の地質構造を支配する上述の断層系と一致し，ぞれ

ぞれ断層線谷をなしており，”こ．のうち，三途川層の発達

、する高松川および皆瀬川の中流区域は，地形的にも地質

的にも盆地状地溝地帯に相当するといわれているエ）。構

造谷の存在は鬼首・鳴子地域でも顕著にみられ，この両

地域では北西～南東方向に加えて，さらにこれと交わる

北東～南西方向のものも著しい。

　以上述べたように，ラ秋の宮・鬼首・鳴子地帯の構造的

要素は，東北背梁山地の主脈方向である北東～南酉方向

にしたがうもめに加えて，東北地方を胴切りにする北西

～南東方向のものの組合せによつて構成される。そして

秋の宮一鳴子地帯に分布する温泉も上記の2っの構造的
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・要素に最も強』く支配きれていることを示している。

　秋の宮’・皆瀬地帯における各温泉の分布は・上述の2

つの方向性にしたがって配列するが・特に北東～南西方

ド向の地帯として取り上げてみると，この地帯のなかにば

1既述の各温泉のみならず，新期熔岩からなる高松岳・山

伏岳も包含される。したがつて温泉および新期熔岩の分

布に加えて，各温泉の性質を考慮に入れると，秋の宮・

皆瀬地帯の性質は次のように要約される。すなわち，高

松岳および山伏岳に近い川原毛・泥湯・栩湯・荒湯など

では，地表ないし地下浅所になお噴気が存在し，これら

を中心としてその外側め地帯には鷹の湯・湯の岱・湯の

又・大湯・小安などの温泉があり，そしてこれらの温泉

地帯a）性質は，地下水と潜在噴気との相対的な深度差に

1密接な関連をもつことにより，秋の宮・皆瀬地帯は，温

泉地質上の体系を整えている．ということができる。

　　　　　　　　　5．結　　論

　1）秋田県雄勝郡秋の宮および皆瀬村一帯の構成地質

は，花嵩閃緑岩を基盤とし，主として第三紀層からなる

が，さらにこれらを覆つて石英安山岩・伺質凝灰岩およ

　び疲輝石安山岩熔岩が分布する．第三紀層は下部層と上

部層とに分かたれ，このうち下部層は下位に緑色凝灰岩

　および変朽安山岩があり，一上位に石英安山岩質凝灰岩が

発達する。また上部層は湖成層とみなされる層理の明ら

　かな凝灰質砂岩および泥岩からなる。これらを覆う石英

　安山岩・同質凝灰岩の分布け，湖成層の分布地域と一致

　し，また高松岳・山伏岳熔岩は，第四紀以降の新期の火

　山活動に関連あるものとみなされる。

　2）秋の蘭泉群は鷹の湯暢の岱蜴の必荒勘
　らなり，皆瀬温皐群は大湯・小安（元陽・湯元・滝向）・

　栩湯・泥湯・川原毛などの温泉からなる。このうち1荒

　湯一・栩湯は噴気坤帯にあた軌泥湯・川原毛は噴気地帯　，

　から温泉地帯へ移行する過渡的状態を示すが，特に川原

　毛は変質地帯の規模・漢泉の化学性からみて，火山作用，

　のほ買中心にあたる地点とみなされる。

　　3）温泉の化学性を検討するため，各温泉の分析値を

　ミリモル数に換算し，陰・陽イオンの結合関係を比較し

　てみると，次の2っの型に大別できる。すなわちダClに

　対してアノレカリのミリモル数が不足するものと，過剰な

　ものとである。前者は川原毛・泥湯・鷹の湯・、湯の岱な

　どであ軌後者は小安滝向・大湯などである。

　　4）上記の2つの型については，各温泉の液性や溶存

　成分から，一応次のよう砕考えられる。すなわち，噴気

　と接触して温泉化した地下水の液性は地表へ湧出する過．

　程で，酸性からアルカリ性の万向へ変北する。C1に対し

てアルカリの過剰なものは灘がアノレカリ．で励・締

化物を溶存する状態にある・そしてSQ4の増加が同時

にアルカリの増大に関連あることからみて，ア歩カリの

増大は湧出過程でアルカリの水硫化物が酸化されて生じ

た結果であるとみられる。い＼かえるとアルヵリの過剰　疋

．なものは，不足の型のものより経路の増長などのため液

性がアルカリの方向へ動さ，いわばより進化した状態に

あるということカ∫できる。

　5）Na／KおよびCa／Mgの値は，一般に酸性のもの

がアルカリ性のものより小さい。しかしこの地率の差は

単に液性だけに関連ある事柄ではなく，温泉が酸性から

アルカリ性の方向へ動く過程でNaとK，CaとMgと

の間で行われる成分相互の置換という問題に関連がある

ようにみえる。

　6）上記以外の温泉すなわち湯の又・小安元湯および

湯元等は，成分のうえで著しい特徴を示す。すなわち，

湯の叉は温泉地帯であるにもか＼わらず，．Cl含量がきわ

めて僅少で温泉地帯における地下水型温泉に相当する。

また小安元湯および湯元も若干C1に異常が認められる

けれども，ほとんど地下水型温泉に類似の性質を示す。、

　しかし湯の又の場合に比べて比較的HCO3が少ないこ

　とは，浅所で地下水がいわり）る天然蒸気と接鱒し，ほと

んどC1固定帯以下まで滲透していないことを暗示す

　る。したがうて，今後の問題として，このよ、うな地帯が

地熱開発地域として適当であるかどうかという点を明ら

　かにする必要がある。．

　7）噴気ガス成分にづいて荒湯・大陽で行つた分析結

　果によると7非凝縮性ガス成分はきわめて稀薄である。

　大湯の場合は温泉から発する2次的な蒸気とみら’れる

　が，荒湯では初生的な蒸気地帯であるにもか、わらず，・

　そのガス成分はきわめて水分に富むことを示し，ガス成

　分のうえでは開発條件を満足させる区域であるといラこ

　とができう。

　8）川原毛のガス成分は98％まで不活性ガスからな

　り，しかもdryの状態にある、温度も商外に低いことか

　らみで，乏のガスは初生的なものでなく・むしろその発

　生は2次的に空気中の酸素の消耗に繋りをもつように思

　われる。

　9）　この地域の地質構造は北西～南東の構造線と，北

　東～南西のものとの組合せによつて特徴ずけられ，温泉

め分布も上記の2方向に卓越する。 特に北東～南酉の地

　帯には温泉のみならず，、新期熔岩からなる高松岳●山伏

　岳も含まれる。一方温泉φ分布と，各温泉の性質との闘

　連を総括的に検討してみると，高松岳・山伏岳に近い川

　原毛・泥湯・栩湯・荒湯等では，地毒ないし地下浅所に
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　　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月報

噴気が存在し，これらを中心としてその外側に鷹の湯・P

湯の岱・湯の又および小安・大湯等の温泉地帯を置くこ

と！こよつて，秋の宮・皆瀬地域は温泉地質上の体系を整

えているということができる。　（昭和29年9月調査）
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